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補
て
ん
金
支
払
い
71
経
営
体
、
１
億
７
千
万
円

　
令
和
元
年
加
入
者
に
…

約３人に１人
（35.9％）の方に

平均240万円の補てん金を
お支払いしました

28.5％

64.1％

35.9％

71.5％

全国 埼玉県

▶
補
て
ん
金
支
払
い
実
績

　
埼
玉
県
と
全
国
の
支
払
い
状
況
。 補てん金の

受け取りが
なかった

補てん金の
受け取りが
あった

令和元年加入者の加入・支払い実績（８月末現在）
加入
経営
体数

支払
経営
体数

補償額 補てん金
合計 被害率 平均

支払額保険金 特約補てん金

198 71 2,393,215,476円 83,784,356円 87,534,854円 171,319,210円 35.9％ 2,412,947円

元
年
被
害
は
約
５
千
億
円

　
令
和
元
年
は
、
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た

自
然
災
害
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。
埼
玉
県
で
も
、

８
月
の
長
雨
や
、
猛
威

を
奮
っ
た
９
月
の
台
風

15
号
、
10
月
の
台
風
19

号
の
被
害
が
目
立
ち
ま

し
た
。

　
年
間
を
通
し
た
全
国

的
な
農
林
水
産
関
係
被

害
は
、
４
，
８
８
３
億

円
に
も
上
り
ま
す
。

▶
被
害
額
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。

▲
台
風
15
号
通
過

後
、
冠
水
被
害
に

遭
っ
た
大
豆
。

（
9
月
行
田
市
）

収入保険

過去10年の農林水産関係被害額
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つ
な
ぎ
融
資
も
好
評

　
つ
な
ぎ
融
資
と
は
、
自
然
災
害
や

価
格
低
下
等
に
よ
り
、
補
て
ん
金
の

受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、

無
利
子
で
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。
埼
玉
県
で
は
、
９

経
営
体
に
３
，
７
７
０
万
円
融
資
を

行
い
、「
簡
単
な
手
続
き
で
、
受
け

取
り
ま
で
が
ス
ム
ー
ズ
」
と
好
評
で

し
た
。

茶
、野
菜
、花
き
類
で
被
害
多
く

　
加
入
者
を
作
付
け
品
目
別
に
集
計

す
る
と
、
保
険
金
が
出
た
割
合
で
最

も
高
か
っ
た
の
は
、
茶
栽
培
農
家
の

54
％
で
、
半
数
以
上
が
補
て
ん
金
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
以
下
イ
モ
類
44

％
、
野
菜
43
％
、
花
き
40
％
と
続
き

ま
す
。新

規
加
入
者
が
増
加　
　

　

令
和
２
年
の
加
入
は
８

月
末
現
在
で
５
０
５
件
、

そ
の
後
も
続
々
と
増
え
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
度
も
、

既
に
６
～
７
月
の
長
雨
・

日
照
不
足
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
減
収
が
あ
り
ま
し
た
。

被
害
の
あ
っ
た
加
入
者
は
、

事
故
発
生
通
知
を
行
っ
た

り
、
つ
な
ぎ
融
資
を
利
用

す
る
な
ど
、
収
入
保
険
を

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

お し え て ！

収入保険に加入しよ
うかな？どうしたら
いいの？

Ⓠ
収
入
保
険
の
加
入
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

何
を
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

Ⓐ
い
つ
で
も
ご
相
談
を

受
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
電
話
や
メ
ー
ル

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
個
人
の
方
の
加
入
締
切
は

11
月
末
で
す
の
で
お
早
め
に
！

収　入　保　険 

第3回

▲ 台風19号の被害により、ハウスのビニールが破れ、ハウス内に浸
水。内作物に被害がでた。（10月川越市）

　
野
菜
価
格
安
定
制
度
（
野
菜
価
格
安
定
対
策
事

業
）
と
収
入
保
険
は
、
こ
れ
ま
で
選
択
加
入
制
で

し
た
が
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
当
分
の
間
、
初
め

て
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
同
時
利
用

（
１
年
間
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
野
菜
生
産
者
の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
収
入

保
険
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

野菜価格安定制度と
収入保険で

同時利用が可能に
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増田　守男さん（69）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
経営内容　水稲1.8ha　施設トマト36a

加須市

明石　昌文さん（58）
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

経営内容　桃50a

秩父市

　

知
人
の
紹
介
で
、
新
し
く
収

入
保
険
制
度
が
で
き
る
か
ら
加

入
し
た
ら
ど
う
か
と
す
す
め
ら

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
病
気

や
け
が
、
市
場
価
格
の
低
下
な

ど
に
よ
る
収
入
減
少
も
対
象
と

な
る
の
は
良
い
で
す
ね
。

　

ト
マ
ト
は
１
月
上
旬
か
ら
７

月
上
旬
あ
た
り
ま
で
収
穫
し
、

５
、
６
月
は
連
日
出
荷
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
度
は
ト

マ
ト
の
市
場
価
格
が
例
年
に
比

べ
２
割
ほ
ど
下
落
。
さ
ら
に
高

温
に
よ
る
水
稲
の
品
質
低
下
や

ト
マ
ト
の
土
壌
病
害
も
発
生
す

る
な
ど
大
幅
な
減
収
と
な
り
ま

し
た
。
補
て
ん
金
の
お
か
げ
で

農
業
経
営
が
守
ら
れ
、
保
険
に

加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

収
入
保
険
は
個
人
の
収
入
を

補
償
す
る
の
で
、
経
営
実
態
に

見
合
っ
た
補
て
ん
が
さ
れ
ま
す
。

加
入
を
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ま

ず
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
に
制
度

の
説
明
や
掛
金
の
相
談
を
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

収
入
保
険
に
は
１
年
目
か
ら

加
入
し
て
い
ま
す
。「
あ
か
つ

き
」「
黄
金
桃
」「
黄
貴
妃
」
な

ど
約
20
品
種
の
桃
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
桃
の
共
済

が
な
く
、
近
年
は
災
害
な
ど
が

多
い
た
め
不
安
に
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の

す
す
め
が
あ
り
加
入
を
決
め
ま

し
た
。

　

昨
年
は
、
長
雨
が
ち
ょ
う
ど

消
毒
の
時
期
と
重
な
り
、
消
毒

の
効
果
が
薄
れ
、
結
果
と
し
て

虫
食
い
、
腐
敗
、
落
下
等
が
多

く
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
た

た
め
、
「
つ
な
ぎ
融
資
」
の
貸

付
け
を
希
望
し
ま
し
た
。
簡
単

な
手
続
き
で
申
請
が
で
き
、
約

１
か
月
後
に
は
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
は
、
経
営
の
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
農
家
の
経
営
全

体
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
心
強

い
保
険
で
す
。
今
後
加
入
を
ご

検
討
中
の
農
家
さ
ん
に
、
私
か

ら
も
お
す
す
め
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
市
場
価
格
の
低
下
や

　
　
　
　
　
品
質
低
下
に
も
対
応

　
農
業
経
営
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
心
強
い
保
険

「入ってよかった」「助かった」
〜保険金支払い初年度　〝加入者の声″をお届けします〜

収入保険



水稲登熟不良等対策会議
　　　　　　　　　　を開催

　7月13日、NOSAI埼玉本所に
て開催しました。関東農政局をは
じめ各関係機関と今後の登熟不良
等の予測、県内水稲の生育状況に
ついて話し合いがされました。

♦
ご
加
入
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合

　
作
付
面
積
や
作
付
品
種
、「
畑
作

物
の
直
接
支
払
い
交
付
金
」
の
申
請

な
ど
を
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ご
加
入
内
容
に
基
づ
い
て
、
事
故

受
付
と
損
害
評
価
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

♦
作
柄
状
況
な
ど
で
気
に
な

る
点
が
あ
る
場
合
　

　
被
害
ほ
場
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

　
作
物
の
様
子
を
外
か
ら
だ
け
で
な

く
、
ほ
場
の
中
に
入
っ
て
作
柄
状
況

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡

く
だ
さ
い

5

　
麦
・
茶
を
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
の
お
宅
を
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
加

入
推
進
に
伺
い
ま
す
。
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
麦
共
済
・
茶
共
済

に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

麦
共
済
の
一
筆
方
式
は
令
和
３
年
産
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
麦
災
害
収
入
共
済
方
式
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

麦
共
済
・
茶
共
済
の

加
入
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
方
は
…

　
　
収
入
保
険
が
お
す
す
め
で
す
。

　
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
市
場
価
格
の
低
下
な

ど
幅
広
い
リ
ス
ク
か
ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
す
。

 N O S A I 埼 玉 ⬅

病害虫の発生動向
や防除対策が
知りたい

今年度の
水稲積算温度計の
結果は？

農作物共済の各引受方式は
農家ごとの補償へと変わります。
一筆ごとの補償は
一筆全損特約 ： 収穫皆無被害のとき
一筆半損特約 ： 半損以上の被害のとき
でカバーできます。

まめちしき

農作物共済・畑作物共済
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【
中
部
統
括
支
所
】

〇
栗
原　

政
仁

（
川
越
市
）

〇
嶋
田　

忠
夫
（
富
士
見
市
）

　

須
賀
庄
次
郎

（
川
越
市
）

　

波
田
野
規
行

（
川
越
市
）

　

秦　
　
　

勉

（
川
越
市
）

　

原
田　

元
一
（
ふ
じ
み
野
市
）

　

𠮷
野　
　

茂
（
富
士
見
市
）

　

長
根　
　

修
（
富
士
見
市
）

　

松
本　
　

昇

（
狭
山
市
）

　

古
谷　

英
紀

（
飯
能
市
）

　

丹
野　

正
明

（
日
高
市
）

　

志
村　
　

貢

（
坂
戸
市
）

　

小
島　

豊
治

（
坂
戸
市
）

　

中
村　

一
良

（
坂
戸
市
）

山
﨑　

理
雄
（
毛
呂
山
町
）

【
東
松
山
支
所
】

〇
小
久
保　

彰

（
川
島
町
）

〇
荻
野　
　

勇

（
吉
見
町
）

〇
利
根
川　

健

（
鳩
山
町
）

　

橋
本　

善
行
（
東
松
山
市
）

　

江
口　

定
夫
（
東
松
山
市
）

　

小
峰　
　

進
（
東
松
山
市
）

　

橋
本　

光
春

（
川
島
町
）

　

小
髙　
　

修

（
川
島
町
）

　

笹
岡　
　

功

（
川
島
町
）

　

荒
井　

秀
明

（
吉
見
町
）

　

笹
野　

英
三

（
吉
見
町
）

　

吉
田　

喜
一

（
吉
見
町
）

　

須
澤　

郁
夫

（
滑
川
町
）

　

贄
田　

靜
男

（
滑
川
町
）

　

大
野　

隆
夫

（
嵐
山
町
）

　

小
林　

一
好

（
嵐
山
町
）

　

田
端　

龍
一

（
小
川
町
）

　

山
田　

充
宏

（
小
川
町
）

　

田
島　

茂
夫

（
鳩
山
町
）

【
上
尾
支
所
】

〇
濱
野　

博
道

（
伊
奈
町
）

〇
新
井　

久
男

（
鴻
巣
市
）

　

田
中　

恒
夫

（
草
加
市
）

　

髙
野　
　

正
（
さ
い
た
ま
市
）

　

細
沼　

宗
弘
（
さ
い
た
ま
市
）

　

加
藤　

昭
市
（
さ
い
た
ま
市
）

　

金
子　

鉄
也

（
志
木
市
）

　

友
光　

幸
雄

（
上
尾
市
）

　

田
村
登
美
男

（
伊
奈
町
）

　

加
藤　

富
夫

（
桶
川
市
）

　

堀
口　

洋
人

（
桶
川
市
）

　

金
子　

哲
也

（
北
本
市
）

　

新
井　

信
洋

（
北
本
市
）

　

島
田　

安
三

（
鴻
巣
市
）

　

武
井　

正
光

（
鴻
巣
市
）

　

笹
本　

文
雄

（
鴻
巣
市
）

　

大
嶋　

安
雄

（
鴻
巣
市
）

【
北
部
統
括
支
所
】

〇
飯
嶋　

竹
夫

（
熊
谷
市
）

〇
松
本　

辰
男

（
熊
谷
市
）

〇
岡　
　
　

潔

（
深
谷
市
）

　

斉
藤　

定
美

（
熊
谷
市
）

　

木
部　

富
次

（
熊
谷
市
）

　

森　
　
　

繁

（
熊
谷
市
）

　

新
島　

一
英

（
熊
谷
市
）

　

菊
地　

紀
夫

（
熊
谷
市
）

　

鈴
木　

重
雄

（
熊
谷
市
）

　

神
沼　

孝
治

（
熊
谷
市
）

　

小
澤　

美
明

（
熊
谷
市
）

　

江
守　
　

昇

（
熊
谷
市
）

　

三
浦　

光
夫

（
熊
谷
市
）

　

内
田　

和
男

（
熊
谷
市
）

　

北
爪　

建
一

（
熊
谷
市
）

　

横
森　

好
文

（
熊
谷
市
）

　

村
田　
　

茂

（
熊
谷
市
）

　

大
山　
　

茂

（
熊
谷
市
）

　

金
谷　
　

栄

（
熊
谷
市
）

　

新
井　

宗
一

（
熊
谷
市
）

　

小
林　

恒
雄

（
熊
谷
市
）

　

桑
原　

達
也

（
熊
谷
市
）

　

小
澤　

好
則

（
熊
谷
市
）

　

戸
森　

貫
一

（
熊
谷
市
）

　

久
保　

行
弘

（
深
谷
市
）

　

栁　
　

一
男

（
深
谷
市
）

　

福
島　
　

明

（
深
谷
市
）

　

栗
田　

裕
可

（
深
谷
市
）

　

笹
井　

誠
一

（
深
谷
市
）

　

中
村
美
知
夫

（
深
谷
市
）

　

五
十
嵐
高
司

（
深
谷
市
）

　

福
島　

隆
志

（
寄
居
町
）

　

清
水　
　

博

（
寄
居
町
）

　

吉
田　

一
行

（
寄
居
町
）

　

小
島　

安
雄

（
寄
居
町
）

　

黒
瀬　

春
雄

（
寄
居
町
）

【
本
庄
支
所
】

〇
田
島
彌
平
二

（
本
庄
市
）

〇
相
川　

崇
樹

（
上
里
町
）

　

山
田　

知
幸

（
本
庄
市
）

　

金
井　
　

裕

（
本
庄
市
）

　

坂
上　

金
治

（
本
庄
市
）

　

堀
口　

義
明

（
本
庄
市
）

　

鯨
井　

雅
吏

（
本
庄
市
）

　

鳥
澤　
　

勉

（
本
庄
市
）

　

清
水　

義
雄

（
本
庄
市
）

　

今
井
賢
太
郎

（
本
庄
市
）

　

荻
野　
　

浩

（
本
庄
市
）

　

木
村　

栄
治

（
美
里
町
）

　

飯
野　

泰
司

（
美
里
町
）

　

松
本　

清
貴

（
美
里
町
）

　

髙
柳　

博
明

（
神
川
町
）

　

野
村
清
太
郎

（
神
川
町
）

　

櫻
澤　

泰
信

（
神
川
町
）

　

小
島　

健
司

（
神
川
町
）

　

松
下　
　

守

（
上
里
町
）

　

中
里　
　

一

（
上
里
町
）

　

金
井　
　

武

（
上
里
町
）

【
秩
父
支
所
】

〇
町
田　

幸
広

（
横
瀬
町
）

〇
宮
澤　

史
明

（
長
瀞
町
）

　

水
野　

昭
芳

（
秩
父
市
）

　

櫻
井　

啓
造

（
秩
父
市
）

　

武
島　

昭
夫

（
秩
父
市
）

　

内
田　

秀
夫

（
秩
父
市
）

　

加
茂
下
陽
造

（
秩
父
市
）

　

出
浦　

敬
一

（
秩
父
市
）

　

青
木　

信
之

（
皆
野
町
）

　

浅
見
寿
太
郎

（
皆
野
町
）

　

新
井　

健
夫

（
長
瀞
町
）

　

黒
沢　

裕
幸
（
小
鹿
野
町
）

　

黒
沢　
　

明
（
小
鹿
野
町
）

　

轟　
　

政
明
（
東
秩
父
村
）

　

損
害
評
価
会
委
員
の
皆
様
に
は
、
損
害
評
価
員
に

よ
る
悉
皆
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、
評
価
地
区
ご
と

の
均
衡
を
図
る
た
め
の
抜
取
調
査
を
行
い
、
損
害
の

額
を
答
申
す
る
ほ
か
、
災
害
発
生
に
か
か
る
損
害
防

止
や
共
済
事
故
の
認
定
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

○
印
の
付
い
て
い
る
方
は
損
害
評
価
会
代
表
委
員

を
兼
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

損
害
評
価
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
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【
東
部
統
括
支
所
】

〇
堀
口　

晴
義

（
行
田
市
）

〇
小
山　

喜
右

（
行
田
市
）

〇
谷
部　

芳
夫

（
加
須
市
）

　

林　
　

春
男

（
鴻
巣
市
）

　

相
原　
　

栄

（
鴻
巣
市
）

　

瀧
田　

孝
市

（
行
田
市
）

　

片
柳　

三
郎

（
行
田
市
）

　

秋
山　

照
一

（
行
田
市
）

　

石
川　

敏
雄

（
行
田
市
）

　

神
田　

一
雄

（
行
田
市
）

　

町
田　

和
彦

（
加
須
市
）

　

矢
島　

登
之

（
加
須
市
）

　

浅
川　

孝
文

（
加
須
市
）

　

櫻
井　

勝
治

（
加
須
市
）

　

福
田　
　

稔

（
加
須
市
）

　

野
中　

忠
彦

（
加
須
市
）

　

松
本　

輝
男

（
加
須
市
）

　

清
水　

久
雄

（
加
須
市
）

　

小
山　

敏
夫

（
加
須
市
）

　

今
泉　

隆
夫

（
加
須
市
）

　

吉
澤　

明
人

（
加
須
市
）

　

稲
村　

雅
市

（
加
須
市
）

　

松
村　

光
明

（
加
須
市
）

　

須
永　

邦
夫

（
加
須
市
）

　

谷
川　

幸
夫

（
加
須
市
）

　

川
辺　
　

忠

（
加
須
市
）

　

古
澤　
　

昭

（
加
須
市
）

　

岡
田　

辰
夫

（
加
須
市
）

　

富
岡　

丈
治

（
羽
生
市
）

　

藤
倉　
　

伸

（
羽
生
市
）

　

蓮
見　

敏
夫

（
羽
生
市
）

　

塩
田　
　

裕

（
羽
生
市
）

　

森
下　

正
己

（
羽
生
市
）

　

田
埜
入　

茂

（
羽
生
市
）

【
宮
代
支
所
】

〇
石
井　

正
孝

（
蓮
田
市
）

〇
大
澤　

年
一

（
幸
手
市
）

　

森
田
美
知
男
（
さ
い
た
ま
市
）

　

髙
野　

一
美
（
さ
い
た
ま
市
）

　

斉
藤　
　

勉
（
さ
い
た
ま
市
）

　

石
井　

公
一
（
さ
い
た
ま
市
）

　

田
嶋　

芳
雄
（
春
日
部
市
）

　

三
角　

佳
文
（
春
日
部
市
）

　

新
井　

治
夫
（
春
日
部
市
）

　

増
田　

豊
重
（
春
日
部
市
）

　

前
島　

喜
一
（
春
日
部
市
）

　

折
原　

紳
浩
（
春
日
部
市
）

　

折
原　

貞
夫

（
久
喜
市
）

　

柿
沼　

正
男

（
久
喜
市
）

　

野
口　
　

力

（
久
喜
市
）

　

田
中　

功
巳

（
久
喜
市
）

　

松
本　

茂
昭

（
久
喜
市
）

　

髙
塚　

唯
夫

（
久
喜
市
）

　

入
江
仁
三
郎

（
久
喜
市
）

　

出
井　

栄
一

（
久
喜
市
）

　

斉
藤
大
丈
夫

（
久
喜
市
）

　

内
田　

貞
一

（
久
喜
市
）

　

長
谷
川
安
彦

（
久
喜
市
）

　

井
上　

敬
雄

（
久
喜
市
）

　

渡
辺　
　

功

（
久
喜
市
）

　

須
田　

英
一

（
久
喜
市
）

　

渡
辺　

恒
明

（
久
喜
市
）

　

冨
田　

髙
治

（
宮
代
町
）

　

柿
沼　

久
夫

（
宮
代
町
）

　

大
橋　

啓
司

（
白
岡
市
）

　

島
村　
　

均

（
白
岡
市
）

　

大
髙　
　

馨

（
白
岡
市
）

　

荒
井　
　

肇

（
白
岡
市
）

　

小
林　

丈
夫

（
蓮
田
市
）

　

篠
﨑　

邦
明

（
蓮
田
市
）

　

杉
﨑　

國
明

（
蓮
田
市
）

　

奥
貫　

榮
市

（
幸
手
市
）

　

服
部　

政
男

（
幸
手
市
）

　

木
村　

忠
由

（
杉
戸
町
）

　

田
中　

正
司

（
杉
戸
町
）

　

福
田　

修
夫

（
杉
戸
町
）

【
越
谷
支
所
】

〇
鈴
木　
　

繁

（
吉
川
市
）

　

渋
谷　
　

勇

（
越
谷
市
）

　

葛
貫　

武
雄

（
越
谷
市
）

　

今
井　

一
忠

（
松
伏
町
）

　

山
﨑　

隆
彦

（
松
伏
町
）

　

増
田　

道
敏

（
吉
川
市
）

　

谷
口　
　

勲

（
三
郷
市
）

　

石
出　

順
一

（
三
郷
市
）

【
本
所
代
表
委
員
】

　

原　
　

弘
信
（
農
業
支
援
課
）

　

小
林　
　

努
（
農
業
支
援
課
）

　

髙
橋　

太
郎
（
農
業
支
援
課
）

　

山
内　
　

隆
（
生
産
振
興
課
）

　

齋
藤
孝
一
郎
（
生
産
振
興
課
）

　

来
間　

明
子
（
生
産
振
興
課
）

　

大
力
圭
太
郎
（
生
産
振
興
課
）

　

鈴
木　

勝
利
（
農
産
物
安
全
課
）

　

平
野　

晃
司
（
畜
産
安
全
課
）

　

加
藤　

雅
之（
振
興
セ
ン
タ
ー
）

　

高
井　

芳
久（
農
技
研
セ
ン
タ
ー
）

　

田
中　

美
貴（
農
技
研
セ
ン
タ
ー
）

　

酒
井　

和
彦（
農
技
研
セ
ン
タ
ー
）

　

齋
藤　

敦
子（
農
技
研
セ
ン
タ
ー
）

　

石
井　

博
和（
農
技
研
セ
ン
タ
ー
）

　

浅
野　
　

亘（
農
技
研
セ
ン
タ
ー
）

　

小
川　

英
之

（
茶
業
研
）

　

酒
井　
　

崇

（
茶
業
研
）

　

戸
田　

雅
博
（
全
農
埼
玉
）

　

河
口　

秀
人
（
全
農
埼
玉
）

　

福
田　

和
幸
（
全
農
埼
玉
）

　

戸
根
川　

譲
（
全
農
埼
玉
）

　

髙
橋　

三
男
（
獣
医
師
会
）

　

清
水　

裕
司
（
茶
業
協
会
）

　

大
森　

雅
彦
（
住
宅
供
給
公
社
）

　

佐
久
間
尉
匡

（
組
合
員
）

　

相
浦　
　

隆
（
学
識
経
験
者
）

　

万
田　

和
茂
（
学
識
経
験
者
）

　

矢
島　

克
浩
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
）

　
（
敬
称
略
）

評
価
会
会
長
及
び
各
部
会
長
は
次
の
方
々
に

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

損
害
評
価
会
会
長

　
　
　

小
畑　
　

幹
（
県
農
林
部
副
部
長
）

　
農
作
物
共
済
部
会
長
兼
畑
作
物
共
済
第
一
部
会
長

　
　
　

中
里　

和
重
（
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
果
樹
共
済
部
会
長

　
　
　

入
江　

尚
彦
（
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
畑
作
物
共
済
第
二
部
会
長

　
　
　

武
末　

秀
樹
（
県
茶
業
研
究
所
）

　
畑
作
物
共
済
第
三
部
会
長

　
　
　

吉
田　

義
彦
（
県
生
産
振
興
課
）

　
園
芸
施
設
共
済
部
会
長

　
　
　

塚
澤　

和
憲
（
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
家
畜
共
済
部
会
長

　
　
　

加
藤　

幸
彦
（
県
畜
産
安
全
課
）

　
任
意
共
済
部
会
長

　
　
　

会
田　

守
克
（
県
都
市
整
備
部
営
繕
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）　
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⑴
　
掛
金
の
割
引

　

園
芸
施
設
共
済
に
集
団
で

加
入
し
、
生
産
組
織
内
の
加

入
率
が
80
％
を
超
え
、
か
つ

加
入
率
が
上
昇
し
た
場
合
。

扌
共
済
掛
金
を
5
％
割
引

　
⑵
　
賦
課
金
の
割
引

　

さ
ら
に
生
産
組
織
内
で
５

人
以
上
園
芸
施
設
共
済
に
加

入
し
て
い
る
場
合
。扌

①
5
～
９
人
加
入

　
賦
課
金
を
10
％
割
引

②
10
人
以
上
加
入

　
賦
課
金
を
20
％
割
引

集
団
加
入
割
引
で

掛
金
・
賦
課
金
を

お
安
く
で
き
ま
す

–––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––

　
園
芸
施
設
共
済
に
集
団
で
加
入
す
る
こ
と
で
、
掛
金
・
賦
課
金

が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
大
型
化
す
る
近
年
の
災
害
に
備
え
て
、
割
引
制
度
を
ご
活
用
の

う
え
、
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
集
団
加
入
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
！

　
生
産
組
織
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

集
団
加
入
割
引
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

園芸施設共済

農業共済のニーズ調査
ＮＯＳＡＩ埼玉では、共済対象となっていない品目及び引受方式に対する意向調査を行っています。
各支所の窓口にアンケート用紙を用意していますので、最寄りの支所までご意見をお寄せください。

実施期間 令和２年10月１日から11月30日まで

越谷市
増森新田出荷組合
代表　前田　壽治さん（63）

　

現
在
７
名
で
構
成
さ
れ

る
増
森
新
田
出
荷
組
合
に

所
属
し
、
組
合
員
全
員
で

園
芸
施
設
共
済
に
集
団
加

入
し
ま
し
た
。

　

施
設
栽
培
を
始
め
て
40

年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、

昨
今
多
発
し
て
い
る
突
風

や
台
風
と
い
っ
た
自
然
災

害
が
悩
み
の
種
で
す
。
私

自
身
も
昨
年
の
台
風
で
ハ

ウ
ス
１
棟
が
全
壊
し
ま
し

た
。
当
時
は
共
済
に
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

復
旧
な
ど
に
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
し
た
。

　

補
強
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
の
で
、
今
年
は
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
安
心

で
す
。

　

集
団
加
入
割
引
が
始
ま

り
、
個
人
で
入
る
よ
り
も

集
団
で
お
得
に
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
が
お
き
れ
ば
、
そ
の

地
域
一
帯
が
同
様
の
被
害

に
あ
う
可
能
性
が
高
い
で

す
。
み
ん
な
で
入
れ
ば
掛

金
を
安
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
災
害
へ
の
備
え
に

も
な
り
ま
す
の
で
加
入
す

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

集
団
加
入
割
引
を

活
用
し
ま
し
た
！
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新制度「保管中農産物補償共済」

倉庫等に保管中の農産物を補償します！

火災 盗難

自然災害
（風水害・雪害・地震など）

運送中の事故※ など

※荷崩れや運送業者等が運送を担う事故は除きます。

　収穫後、倉庫や集荷施設な
どの建物に保管中または乾燥・
調整などの作業中の農産物、
出荷先への輸送中の農産物の
事故を補償します。

◆ 農作物共済（水稲・麦）、果樹共済（なし・ぶどう）、畑作物共済（大豆・
茶・スイートコーン）に加入している農産物であって、加入者が選択し
たものに限ります。

※第三者から預かった農産物は補償されません。

補
償
の
対
象

一時保管向け
加入者が選択した日から

連続した120日間補償します。

1品目1口100万円（補償額）あたり

掛金 2,500円

通年保管向け
加入者が選択した日から
１年間補償します。

1品目1口100万円（補償額）あたり

掛金 6,500円

A
タイプ

B
タイプ

補償は２つのタイプから選べます

支払対象となる主な事故
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「
１
つ
１
つ
丁
寧
に
高
品
質
の
キ
ノ

コ
作
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
文
昭

さ
ん
。
26
年
前
に
脱
サ
ラ
し
、
初
期
投

資
が
か
か
ら
ず
、
周
年
収
穫
が
可
能
な

菌
床
シ
イ
タ
ケ
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

現
在
は
美
詠
子
さ
ん
と
娘
２
人
の
協
力

の
も
と
仲
良
く
農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
は
10
月
に
な
る
と
、
午
前

と
午
後
の
１
日
２
回
の
収
穫
作
業
に
追

わ
れ
、
ピ
ー
ク
時
に
は
１
日
60
〜
70
㎏

ほ
ど
収
穫
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
収

穫
後
は
一
度
業
務
用
冷
蔵
庫
に
保
存
し
、

翌
日
袋
詰
め
し
出
荷
し
ま
す
。
こ

う
す
る
こ
と
で
品
質
が
保
た

れ
、
日
持
ち
し
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
や
道
の
駅
だ
け
で
な

く
、
自
宅
前
で
の
直
売
も

行
っ
て
お
り
、
肉
厚
で
美

味
し
い
と
評
判
で
す
。

　

夫
妻
の
趣
味
は
カ
ラ

オ
ケ
。
点
数
を
競
い
合
い
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
な
が
ら
二
人
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　農家さんの育てた自慢の農産物と、
おいしい食べ方をご紹介

我が家の一品

　

春
日
部
市
の
西
森
文
昭
さ

ん
、
美
詠
子
さ
ん
夫
妻
は
ハ
ウ

ス
約
５
ａ
で
シ
イ
タ
ケ
と
キ
ク

ラ
ゲ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
は
美
詠
子
さ
ん
に
、
旬

の
シ
イ
タ
ケ
を
使
っ
た
「
シ
イ

タ
ケ
の
肉
詰
め
フ
ラ
イ
」
の
レ

シ
ピ
を
伺
い
ま
し
た
。

材料（4人分）
生シイタケ……………（小）16個
▼肉だね
　豚ひき肉………………200ｇ
　タマネギ……………… 70ｇ
　☆塩………………小さじ1/4
　☆コショウ………………少々
　☆ウスターソース…大さじ１
　☆溶き卵…………… 0.5個分
▼衣
　小麦粉……………………適量
　溶き卵……………… 1.5個分
　パン粉……………………適量
●小麦粉、油

シイタケを使ったおすすめレシピ♪

シイタケの　　　
肉詰めフライ

旨
味
た
っ
ぷ
り

秋
の
味
覚
「
シ
イ
タ
ケ
」

春
日
部
市

西
森
　
文
昭
さ
ん
（
59
）

美
詠
子
さ
ん
（
52
）

ほ
ど
収
穫
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
収

穫
後
は
一
度
業
務
用
冷
蔵
庫
に
保
存
し
、

翌
日
袋
詰
め
し
出
荷
し
ま
す
。
こ

う
す
る
こ
と
で
品
質
が
保
た

れ
、
日
持
ち
し
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
や
道
の
駅
だ
け
で
な

く
、
自
宅
前
で
の
直
売
も

行
っ
て
お
り
、
肉
厚
で
美

　

夫
妻
の
趣
味
は
カ
ラ

オ
ケ
。
点
数
を
競
い
合
い
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
な
が
ら
二
人
で
楽
し
ん
で

材料（4人分）
作り方
1  シイタケは軸をかさの付け根から切り落とし、内側のひだを
スプーンでこそげとる。こそげとった部分は肉だねに使う。
タマネギはみじん切りにする。
2  ボウルにひき肉を入れて、シイタケのひだの部分と☆を加え
てよく練り混ぜ、タマネギを加えてざっと混ぜる。
3  シイタケのかさの内側に小麦粉を軽くふり、スプーンで肉だ
ねを詰め、小麦粉、溶き卵、パン粉の順に全体に衣をつける。
4  揚げ油を170℃に熱し、肉だねの面を下にして入れ、肉が固
まったら返して5～6分揚げる。
5  器に盛りつけ完成。お好みでソースをつけて食べてもおすす
め。
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家
畜
診
療
所
で

は
令
和
２
年
４
月

よ
り
、
牛
の
受
精

卵
回
収
（
採
卵
）

事
業
を
始
め
ま
し

た
。

　
採
卵
と
は
雌
牛

に
ホ
ル
モ
ン
処
置
を
し
、
人
工
授
精
を

し
た
後
に
受
精
卵
を
回
収
す
る
技
術
で

す
。
回
収
し
た
受
精
卵
は
、
別
の
雌
牛

の
子
宮
内
に
移
植
し
子
牛
を
生
産
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
精
卵
は
一
度
の

採
卵
で
多
数
回
収
で
き
、
回
収
し
た
受

精
卵
は
凍
結
処
理
を
し
て
保
存
で
き
ま

す
。

　
採
卵
に
よ
り
優
秀
な
雌
牛
を
一
度
に

た
く
さ
ん
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま

た
、
酪
農
経

営
か
ら
繁
殖

和
牛
経
営
へ

の
切
り
替
え

の
際
に
も
効

率
的
に
和
牛

の
増
頭
を
行

え
ま
す
。

　
採
卵
に
か
か
る
費
用
は
基
本
と
な
る

採
卵
費
と
し
て
３
万
円
、
回
収
し
た
受

精
卵
の
凍
結
処
理
費
が
一
卵
当
た
り
５

千
円
で
す
。
例
と
し
て
一
回
の
採
卵
で

受
精
卵
を
10
個
回
収
し
た
場
合
、
採
卵

費
３
万
円
と
凍
結
処
理
費
５
万
円
の
合

計
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
採
卵
の
簡
単
な
流
れ
と
し
て
は
、
発

情
を
確
認
後
10
日
目
か
ら
ホ
ル
モ
ン

処
置
を
し
て
過
剰
排
卵
を
起
こ
し
、
再

び
発
情
を
誘
発
し
て
人
工
授
精
を
行
い
、

そ
の
７
日
後
に
採
卵
を
実
施
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
診
療
所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
中
央
部
に
位
置
す
る
東
松
山
市

の
郷
土
料
理
に「
や
き
と
り
」が
あ
り
ま
す
。

豚
の
頬
と
こ
め
か
み
の
肉
「
カ
シ
ラ
」
を

使
用
し「
焼
き
鳥
」で
は
な
く「
や
き
と
り
」

と
平
仮
名
で
呼
称
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

市
内
に
は
全
国
で
も
珍
し
い
焼
鳥
組
合

が
あ
り
（
東
松
山
焼
鳥
組
合
）
、
夕
方
に
な
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
店
で

焼
き
始
め
、
店
の
軒
先
に
は
赤
提
灯
が
灯
り
、
や
き
と
り
の
香
ば
し

い
匂
い
が
市
内
を
包
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
好
き
な
味

　

東
松
山
市
の
や
き
と
り
の
最
大
の
特
徴
が

や
き
と
り
に
付
け
る
「
み
そ
だ
れ
」
で
す
。

味
噌
を
ベ
ー
ス
に
に
ん
に
く
、
唐
辛
子
な
ど

十
数
種
類
が
配
合
さ
れ
た
み
そ
だ
れ
は
、
店

に
よ
っ
て
秘
伝
の
ス
パ
イ
ス
が
あ
る
の
で
食

べ
比
べ
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
も
大
好
き
な
や
き
と
り
。
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
専
門
店
も
あ

る
の
で
東
松
山

市
に
お
出
か
け

の
際
に
は
お

土
産
に
購
入

し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

さいたま散歩

東
松
山
市
名
物

　
　
「
や
き
と
り
」

牛
の
採
卵
事
業
を
始
め
ま
し
た

診療所
だより

診療所だより❶

No.1

移植可能な受精卵の選別

回収した受精卵



埼
玉

第
1
4
号
　
2
0
2
0
年
1
0
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://nosai-saitam

a.or.jp/
発
行
　
埼
玉
県
農
業
共
済
組
合

〒330－0835 さいたま市大宮区北袋町1丁目340番地
　　　　　　ＮＯＳＡＩ埼玉　広報係　行

宛先としてハガキに貼って活用してください。

問
題  

○
○
○
に
入
る
数
字
は
何
で
し
ょ
う
？

　

収
入
保
険
令
和
元
年
加
入
者
の
約
３
人

に
１
人
に
平
均
〇
〇
〇
万
円
の
補
て
ん
金

を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

ヒ
ン
ト
は
２
ペ
ー
ジ

応
募
方
法

は
が
き
に
①
答
え
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
要

望
な
ど
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
３
３
０

－

０
８
３
５

　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
北
袋
町
１
丁
目

３
４
０
番
地　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
広
報
係  

宛

締
切
り

　

令
和
２
年
12
月
31
日
㈭　

当
日
消
印
有
効

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
、
地
場
野
菜
イ
タ

リ
ア
ン
カ
ポ
ナ
ー
タ
（
越

谷
市
）
の
「
苺
の
か
け
ジ
ャ

ム
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し

ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
商

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■
組
合
広
報
紙
「
お
楽
し
み
ク
イ
ズ
」
の
答
え

次
回
号
に
て
12
号
、
13
号
の
答
え
を
掲
載
し
ま
す
。

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

表
紙
の
み
な
さ
ん

後
列
右
か
ら
　
平
塚
伸
行
さ
ん
（
36
）

　
　
　
　
　
　
松
原
裕
志
さ
ん
（
30
）

　
　
　
　
　
　
木
口
和
成
さ
ん
（
30
）

中
央
手
前
　
　
神
谷
光
太
さ
ん
（
31
）

　

神
川
町
に
住
む
若
手
農
業
者
達
が
「
高
機
能
野
菜

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
農
業
者
は
そ
れ
ぞ

れ
水
稲
・
麦
・
野
菜
・
養
鶏
等
を
営
ん
で
い
ま
す
。

忙
し
い
中
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
時
間
を
調
整
し
て
集

ま
り
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ケ
ー
ル
を
掛
け
合
わ
せ
た

ア
レ
ッ
タ
や
ア
レ
ト
ス
カ
ー
ナ
、
芽
キ
ャ
ベ
ツ
等
を

協
力
し
て
栽
培
。
イ
ベ
ン
ト
や
地
元
の
直
売
所
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
地
元
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
今
ま

で
に
な
い
新
し
い
野
菜
作
り
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

2019年10月１日より、通常はがき料金が
62円 ➡ 63円に変更になりました。

組
合
員
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
合
の

運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

●
様
々
な
形
態
で
農
業
を
頑
張
る
皆
さ
ん
に
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

50
代
女
性
Ｙ
さ
ん
（
富
士
見
市
）

●
「
つ
ち
よ
せ
く
ん
」
に
感
心
し
ま
し
た
。
義
父
が
よ
く
「
農

業
は
賢
く
な
け
れ
ば
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

60
代
女
性
Ｋ
さ
ん
（
坂
戸
市
）

●
収
入
保
険
の
こ
と
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
も
う
少

し
収
入
保
険
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
で
す
。

70
代
男
性
Ｓ
さ
ん
（
東
松
山
市
）

●
13
号
に
掲
載
さ
れ
た
親
子
で
新
メ
ニ
ュ
ー
作
り
。「
食
」
は

大
切
な
の
で
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

70
代
男
性
Ｓ
さ
ん
（
川
島
町
）

●
加
須
市
の
中
森
農
産
の
農
業
へ
の
思
い
は
す
ば
ら
し
い
。

80
代
男
性
М
さ
ん
（
熊
谷
市
）

●
職
員
の
対
応
は
ま
じ
め
で
あ
り
親
切
で
す
。
今
後
と
も
こ

の
よ
う
に
農
家
へ
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

70
代
男
性
Ｔ
さ
ん
（
寄
居
町
）

●
農
業
で
貢
献
さ
れ
て
い
る
方
々
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
様

子
が
分
か
り
、
食
は
生
活
を
支
え
る
大
切
な
こ
と
だ
と
改

め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

80
代
男
性
Ｍ
さ
ん
（
越
谷
市
）

今
後
と
も
、
ご
意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

インスタアカウント　Kamikawa_aretta


